
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト

●入
学
式
・
入
所
式

　

町
内
の
小
・
中
学
校
、保
育
所
、幼

稚
園
で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
・
入
所
・
入
園

式
が
行
わ
れ
、子
ど
も
た
ち
が
新
た

な
環
境
で
の
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　

４
月
１２
日
に
は
３
つ
の
中
学
校
で

８１
人
が
入
学
。義
務
教
育
最
後
の
３

年
間
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、４７
人
が
入
学
し
た
蒲

生
野
中
学
校
で
は
、新
入
生
を
代
表

し
て
小
林
早
亜
也
さ
ん
が「
悔
い
の

な
い
３
年
間
に
す
る
た
め
に
何
事
に

も
挑
戦
し
、努
力
を
忘
れ
ず
に
自
分

の
夢
に
向
か
っ
て
一
日
一
日
を
大
切

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
。今
日
の
感
動

と
新
た
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、蒲
生

野
中
学
校
の
新
し
い
歴
史
を
作
っ
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
、中
学

校
生
活
へ
向
け
て
の
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、４
月
６
日
に
は
町
内
３

つ
の
保
育
所
で
６５
人
、４
月
９
日
に
は

５
つ
の
小
学
校
で
６８
人
、４
月
１３
日
に

は
須
知
幼
稚
園
で
１３
人
が
新
た
な
生

活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

新入生代表で誓いの言葉を述べる新入生（蒲生野中学校）

在校生の歌で歓迎される新入生
（和知小学校）

こ 

ば
や
し  

さ    

あ   

や

保護者に見守られ入園式に参加する新入児（みずほ保育所）

FLASH

02 新型コロナウイルス ワクチン接種の概要
04 シリーズ〈新庁舎とⅩ〉
06 人の動き
09 くらしのガイド
10 安心ほっとだより
11 いきいき健康術
12 生涯学習通信 TOMORROW
15 まちの話題

和知小学校入学式

広報 京丹波5
日本のふるさと。自給自足的循環社会

NO.187　2021.5.17 発行TOWN KYOTAMBA

発行／京丹波町　〒622-0292京都府船井郡京丹波町蒲生八ツ谷62番地6　TEL.（0771）82-0200（代表）・（0771）82-3801（直通）
企画・編集／企画財政課 ［ホームページアドレス］http://www.town.kyotamba.kyoto.jp　［電子メール］kikaku30@town.kyotamba.lg.jp



京丹波町新型コロナウイルスワクチン接種（集団接種）の概要

安全で円滑な
ワクチン接種に向けて
準備を進めています
京丹波町では、新型コロナウイルスの感染拡大を予防し、重症者の
発生を抑制するため、現在、国および京都府、医療機関などと連携し
ながら新型コロナウイルスワクチンの住民への接種を進めています。

京丹波町では、重症化予防の観点から年齢の高い方、特に７５歳以上の方から順次下記のスケジュールに
よりワクチン接種を進めていく予定としています。
（ワクチン接種は１回目の接種から３週間後に２回目の接種が必要です。）

対象者 接種に係る
期間（予定）予約方法など 開始予定

①高齢者施設入居者、
　介護従事者

②75歳以上

③65歳以上
　74歳以下

④基礎疾患の
　ある人

⑤60歳代から
　年齢の高い年代順

⑥16歳は年齢に
　達した月に案内

高齢者接種
［対象者］
約6,100人

一般接種
16歳～
64歳以下
［対象者］
約6,200人

医療機関との調整
接種希望者に、日時指
定の案内通知を送付し
ます。

接種券（クーポン券）発
送後に下記の方法で、
予約受付を順次開始し
ます。
・コールセンター
・Ｗｅｂ
※75歳以上の高齢者
の予防接種終了後か
ら予約開始予定

5月10日の週以降

5月29日から

高齢者の2回
目の接種終了
後に順次開始
します。

約2カ月

約2カ月

約３カ月

接
種
順
位

1 

医
療
従
事
者

2 

高
齢
者（
65
歳
以
上
の
人
）、

 

高
齢
者
施
設
な
ど
の
従
事
者

3 

64
歳
以
下
の
基
礎
疾
患
を

 

有
す
る
人

4 

上
記
以
外
の
64
歳
以
下
の
人

　
集
団
接
種
会
場

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
丹
波
、瑞
穂
、和

知
地
区
の
３
会
場
で
、そ
れ
ぞ
れ
土

曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
の
午
前
・
午

後
を
１
開
催
と
し
、会
場
を
順
番
に

ま
わ
り
予
防
接
種
を
行
う
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
中
で
も
75
歳
以
上
の
人
か
ら

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始

　

65
歳
以
上
の
人
に
は
、３
月
25
日
に
接
種
券（
ク
ー
ポ

ン
券
）と
予
診
票
、接
種
の
意
向
確
認
書
を
オ
レ
ン
ジ
色

の
封
筒
で
送
付
し
、意
向
確
認
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望

さ
れ
た
人
に
は
、75
歳
以
上
の
人
か
ら
順
次
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
日
時
指
定
の
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

京
丹
波
町
で
は
早
く
安
全
に
接
種
を
行
う
た
め
に
町

内
医
療
機
関
の
協
力
を
得
て
、土
曜
日
、日
曜
日
の
集
団

接
種
を
計
画
し
て
い
ま
す
。町
の
指
定
し
た
日
時
の
ご

案
内
に
な
り
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
当
日
の
持
ち
物　

接
種
時
に
必
要
な
持
ち
物
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、忘
れ

な
い
よ
う
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
接
種
券（
ク
ー
ポ
ン
券
）

②
予
診
票（
う
す
い
緑
色
）

③
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

④
日
時
指
定
の
通
知
書

　
（
ピ
ン
ク
色
）

⑤
筆
記
用
具（
ボ
ー
ル
ペ
ン
）

※

①
〜
③
を
忘
れ
る
と
当
日
の
接
種
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

服
装
の
お
願
い

ワ
ク
チ
ン
の
注
射
は
肩
か
ら
３
〜
４
セ
ン
チ
下
に
行
い

ま
す
。こ
の
た
め
、円
滑
な
接
種
を
行
う
た
め
肩
を
出
し

や
す
い
服
装
で
の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。袖
を
ま
く
り

上
げ
る
場
合
、長
袖
や
伸
縮
性
の
低
い
生
地
で
は
接
種
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

接種の模擬訓練を実施
新型コロナウイルスワクチンの集団接種会場を予定し

ている和知ふれあいセンターで3月26日、ワクチン接種
の模擬訓練を町職員で行いました。
模擬訓練では、円滑にワクチン接種を行えるよう会場

のレイアウトや必要書類のチェック、誘導方法などを確
認しました。

①手消毒や検温、日時
呼出し通知書を確認

②本人確認と
　接種券などを確認

③予診票の項目に
　沿って問診

④医師の予診

⑤肩を出してもらい、
接種を実施

⑥接種後、接種済証を
発行し、最低15分は
経過観察する

ワクチン接種に関する問い合わせ
京丹波町コールセンター

電話 0771－88ー9321
（平日：午前９時～午後５時）

町職員による集団集団接種会場のイメージ

まくり上げる場合

上から肩を出す場合

ワ
ク
チ
ン
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

丹
波
地
区

蒲
生
野
中
学
校
体
育
館

 

瑞
穂
地
区

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
み
ず
ほ

 

和
知
地
区

和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

３
月
に
送
付
し
た
町
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
お
知
ら
せ
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
接
種
希
望
者
に
送
付
し
ま
す
。
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令和３年８月の完成をめざして、京丹波町の新庁舎建設を進めています。現在、議会棟の屋根や壁など
の外装工事が完了し、執務棟の木造部分の建築にとりかかっています。
広報京丹波では、新庁舎の持つ魅力や役割などを「新庁舎とＸ」と題してシリーズでお伝えしています。
今回のＸは「交流ラウンジ」。新庁舎の交流ラウンジについてお伝えします。
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み
ん
な
で
使
う
交
流
ス
ペ
ー
ス

　

新
庁
舎
に
は
、図
書
ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
を
備
え
た
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
を
設
け
ま
す
。交
流
ラ
ウ
ン
ジ
は
、学
生
な
ど
が

自
習
で
き
る
カ
ウ
ン
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
飲
食
が
で
き
る
カ

フ
ェコ
ー
ナ
ー
、木
の
ぬ
く
も
り
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
え
る

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、蔵
書
の
閲
覧
や
貸
し
借
り
が
で
き
る

図
書
室
機
能
の
設
置
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、町
民
の
方
が

気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
交

流
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、柱
や
梁
以
外
に
も
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
置
す

る
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
内
装
材
に
町
内
産
の

木
を
活
用
す
る
な
ど
、木
の
香
り
や
ぬ
く
も
り
を
感

じ
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
せ
る
癒
し
の
空
間
を
実
現

さ
せ
ま
す
。

 
み
ん
な
の
ア
イ
デ
ア
が
つ
ま
っ
た
空
間

　

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
団
体
や
住
民
な
ど
が
集
ま
り
、設
計

段
階
か
ら
外
観
デ
ザ
イ
ン
や
内
部
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど

に
つ
い
て
、意
見
を
出
し
合
う
、新
庁
舎
設
計
の
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
が
平
成
３０
年
か
ら
開
か
れ
て
お
り
、そ
こ
で
出
た

ア
イ
デ
ア
が
今
の
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
元
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
考
え
る
会
と
名
称
を
変
え

て
、よ
り
良
い
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
と
な
る
よ
う
活
用
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

新庁舎と
町民の共有財産として、愛され、集い
そして安全・安心を守る要となるために

シリーズ

交流ラウンジ第3回

交流ラウンジのイメージパース

新庁舎
整備事業への
寄附を

募集しています

寄附の方法
❶京丹波町ふるさと応援寄附申請書による寄附
　寄附金の使い道を「新庁舎整備事業」に選び、お礼の特産品「希望しない」を選択。
❷ふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」による寄附
　「お礼の品不要の寄附をする」を選択し、選べる使い道で「新庁舎整備事業」を選択。

　寄附金額が個人３万円、団体１０万円以上の寄附をいただいた人には、感謝状を贈呈さ
せていただくとともに、新庁舎のエントランス付近の共用部に設ける芳名板に氏名（団体
名）を掲載し、末永く顕彰させていただきます。
本寄附に関する問い合わせ　総務課新庁舎建設室　電話0771-82-3800

募集期間

令和3年
8月31日まで

CONGRATULATIONS

表　彰

おいしい
お米を生産

大
熊
明
宏
さ
ん
が
新
人
賞
を
表
彰

表　彰

藤
田
昌
啓
さ
ん
が
京
丹
波
町
長
賞
を
受
賞

ふ
じ  

た   

ま
さ  

ひ
ろ

受賞した大熊さん受賞された藤田さん

市町村やＪＡ京都などで構成する京都丹波米良食味推進協会が
主催する第１１回京都丹波米おいしいお米コンテストで町内から２人
の方が受賞されました。本コンテストは、生産者から出品されたお米
について、食味計や外観・実食審査による評価を行い、優れたお米
の生産者を表彰するものです。

今
回
の
表
彰
か
ら
水
稲
の
生
産
を
始
め
て

５
年
未
満
の
生
産
者
を
対
象
と
し
た
新
人
賞

が
設
け
ら
れ
、大
熊
明
宏
さ
ん（
下
粟
野
）が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
熊
さ
ん
は
、京
丹
波
町
に
移
住
さ
れ
て
９

年
目
、万
願
寺
と
う
が
ら
し
や
黒
豆
の
枝
豆

な
ど
の
数
種
の
野
菜
を
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
菜
な
ど
の
販
路
を
自
身
で
開
拓
し
、東
京

な
ど
に
卸
す
な
ど
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。水
稲
に
関
し
て
は
、和
知
川
の
上
流
に
位

置
す
る
仏
主
区
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、長
老
ヶ

岳
か
ら
湧
き
出
る
透
き
通
っ
た
水
が
良
質
な

水
稲
を
育
て
て
い
ま
す
。

大
熊
さ
ん
は「
本
当
に
僕
な
の
か
な
？
び
っ

く
り
し
ま
し
た
」と
表
彰
を
喜
び
、「
今
回
い

た
だ
い
た
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
、良
質
な
お
米

を
今
後
も
生
産
し
て
い
き
た
い
」と
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。

藤
田
昌
啓
さ
ん（
西
河
内
）は
、水
稲
の
栽

培
を
中
心
に
、自
家
消
費
用
の
野
菜
を
栽
培

し
た
り
黒
豆
の
枝
豆
を
道
の
駅
に
出
荷
し
た

り
と
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

水
稲
は
、西
河
内
地
内
で
栽
培
さ
れ
て
お

り
、乾
燥
、籾
摺
り
、精
米
ま
で
自
身
の
手
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

藤
田
さ
ん
は「
農
業
は
楽
し
み
な
が
ら
す
る

の
が
一
番
。自
分
で
育
て
た
野
菜
や
コ
メ
を
食

べ
た
と
き
に
作
っ
て
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
」と

話
し
、「
今
ま
で
の
栽
培
方
法
が
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、自
信
に
つ
な
が
っ

た
」と
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

ま
た
、「
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、農
地
を

守
る
た
め
に
も
、体
が
動
く
限
り
は
今
ま
で
ど

お
り
栽
培
し
続
け
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

お
お 

く
ま  

あ
き  

ひ
ろ

は
りも

み  

す
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新
し
い
年
度
を
迎
え
、町
内
の
役
員
、

委
員
が
変
更
さ
れ
、新
た
な
体
制
で
活
動

し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
西
階
】原
澤
末
義

【
水
戸
】山
本
好
樹

【
新
水
戸
】徳
島
重
信

【
須
知
】山
田
雄
司

【
市
森
】世
木
　
智

【
上
野
】樹
山
輝
雄

【
蒲
生
】岡
本
富
士
夫

【
蒲
生
野
】大
塚
正
広

【
曽
根
】湊
　
友
三
郎

【
院
内
】出
野
雅
之

【
幸
野
】中
村
　
勉

【
森
】浅
井
清
信

【
塩
田
谷
】小
室
　
均

【
安
井
】村
山
幸
一

【
富
田
】森
田
　
保

【
豊
田
】山
下
博
已

【
上
豊
田
】谷
口
藤
雄

【
実
勢
】湊
　
昌
彦

【
下
山
】大
槻
光
好

【
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
】 

赤
﨑
壽
博

 

瑞
穂
地
区

【
中
台
】伊
藤
順
一

【
橋
爪
】澤
田
　
均

【
和
田
】村
井
茂
博

【
井
脇
】上
西
功
夫

【
大
朴
】上
田
郷
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【問】福祉支援課　電話：0771-86-1800

65歳以上の方の
介護保険料が決まりました

●保険料の基準額
　第８期の介護サービスにかかる費用のうち、２３％は６５歳以上の方（第１号被保険者）の保険料によりまかなわれます。

所得段階 対象者 保険料額（年額）

※合計所得金額とは、税法上の用語で、事業所得、給与所得、雑所得（公的年金等）などの合計金額です。
※第１段階から第３段階までは、公費による負担軽減対策を実施し、保険料を軽減します。

●保険料の納入方法 ●保険料の算定と納入時期

特別徴収

1

普通徴収

2

＝ × ÷ ＝ 73,400円基準額 必要な介護
サービスの総費用

65歳以上の方の
負担分23％

65歳以上の
方の人数

　介護保険制度では、3年ごとに介護サービスにかかる費用（介護給付費など）の見込みをもとに保険料の見直しを行い
ます。令和3年度から令和5年度（第8期介護保険事業計画期間）の介護保険料は、人口や高齢者数の状況、要介護者（要
支援者）の推計などから、令和２年度までと同じ基準額となりました。

　年金が年額18万円以上の方は、原則とし
て、年6回（偶数月）の年金定期支払いの際に、
介護保険料があらかじめ引き落としされます。

　介護保険料は、前年度所得に基づいて6月に
賦課決定し、通知します。そのため特別徴収で
は、原則、4月・6月・8月分を仮徴収として2月分
と同額を納入いただき、6月に決定した年額か
ら仮徴収分を差し引いた額を、10月・12月・翌
年2月分の年金から納入いただきます。また、普
通徴収については、6月～翌年3月の10期で毎
月納入いただきます。

　年金が年額18万円未満の方は、口座振替や
納付書で納入いただきます。年度途中に転入
された方や65歳に到達された方も、はじめは
「普通徴収」で納入いただきます。

■生活保護を受給している人
■世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人
■世帯全員が住民税非課税で、本人の公的年金等収入金額および合計所得金額の合計
　が80万円以下の人

■世帯全員が住民税非課税で、本人の公的年金等収入金額および合計所得金額の合計
　が80万円を超え120万円以下の人

■世帯全員が住民税非課税で、本人の公的年金等収入金額および合計所得金額の合計
　が120万円を超える人

■本人が住民税非課税で、世帯に住民税課税の人がおり、本人の公的年金等収入金額
　および合計所得金額の合計が80万円以下の人

■本人が住民税非課税で、世帯に住民税課税の人がおり、本人の公的年金等収入金額
　および合計所得金額の合計が80万円を超える人

■本人が住民税課税で、合計所得金額が120万円未満の人

■本人が住民税課税で、合計所得金額が120万円以上210万円未満の人

■本人が住民税課税で、合計所得金額が210万円以上320万円未満の人

■本人が住民税課税で、合計所得金額が320万円以上500万円未満の人

■本人が住民税課税で、合計所得金額が500万円以上1,000万円未満の人

■本人が住民税課税で、合計所得金額が1,000万円以上の人

第1段階（基準額×0.30）

第2段階（基準額×0.45）

第3段階（基準額×0.70）

第4段階（基準額×0.90）

第5段階（基準額）

第6段階（基準額×1.20）

第7段階（基準額×1.30）

第8段階（基準額×1.60）

第9段階（基準額×1.70）

第10段階（基準額×1.85）

第11段階（基準額×2.00）

22,100円

33,100円

51,400円

66,100円

73,400円

88,100円
95,500円
117,500円
124,800円
135,800円
146,800円

●保険料の体系
　介護保険料は、介護保険のサービスに必要な費用から算出した基準額をもとに、所得に応じた段階により年額保険
料を決定します。

新型コロナウイルスワクチン接種に便乗した

だまされ
ないで!!

保健所を名乗る者から「新型コロ
ナウイルスのワクチンが接種でき
る。後日全額キャッシュバックされ
るので10万円を振り込むように。
すぐに○○銀行へ行ってほしい」と
電話があった。

「新型コロナウイルス予防接種が優先
的に打てる」といった内容のSMSが届
いた。大臣名が記載されているほか、
URLも記載されている。

自宅に電子音のような声で「新型コロ
ナウイルスのワクチンが無料で受けら
れます。家は借家ですか、持家ですか」
などと質問する電話があった。

行政機関の職員を名乗る、行政から委託されたという業者などからの
怪しい電話や訪問、心当たりのない送信元からの怪しいメール・SMS、SNSなど、

怪しい・おかしいと思うものには反応しないようにしましょう。

ワクチン接種は“無料”です！

電話・メールで“個人情報を求めることはありません”！
接種を受ける際の費用は全額公費です。お金の負担は全く要りません。

根拠のないうわさや情報に混乱したりせず、正確な情報に基づいて冷静に対応しましょう。

京丹波町「新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター」　
ワクチン接種に関することは下記へ連絡してください。

電話：0771-88-9321（平日の午前９時～午後５時）

消費者ホットライン（局番なしの3桁）188
最寄りの消費生活相談窓口をご案内します（受付時間は窓口ごとに異なります）

厚生労働省
新型コロナワクチンコールセンター

0120-761770
9：00～21：00（土曜・日曜・祝日含む）

京都新型コロナワクチン相談センター
ワクチンの副反応等の専門的な相談

075-414-5490
9：00～19：00（土曜・日曜・祝日含む）

警察相談専用電話 ♯9110
9：00～17：45　月曜～金曜（祝日を覗く）

「なりすまし」に注意！

今年は「“消費”で築く新しい日常」をテーマに掲げ、消費者が「新しい日常」におい
て、より良い消費行動について考え、社会情勢の変化に適切に対応することがで
きるきっかけとなるよう行政、事業者、消費者と連携して取り組んでいます。

５月は
消費者月間です。

消費生活に関する連絡・相談先

京丹波町消費生活相談窓口
電　話：０７７１-８２-３８０３
相談日：水・木曜日

南丹市商工課内
電　話：０７７１-６８-０１００
相談日：月・火・金曜日

南丹市の相談窓口も
利用していただけます。一人で悩まず、

気軽に相談して
ください。

※メールでの相談はお受けしていません。

『消費生活相談窓口』 京丹波町では、消費生活に関する相談や情報提供をお受けしています。

0809｜NO.187
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京丹波町の「安全・安心まちづくり」を支援している
関西大学社会安全学部の取り組みを随時お伝えします

2021年3月下旬、旧・質美小学校で「質美防災みらい展」という展示
会を実施しました。
懐かしい写真（過去）、こどもたちが撮影したふるさとの光景や防災の
取り組み紹介（現在）、そして、みんなの思いを寄せ書きした「未来」が、
ぎゅぎゅっと詰まった内容です。
多くの展示品は、いまも常設してくださっています。ぜひ、ご覧ください。

質美防災みらい展と交流報告会

3月21日、「交流報告会を
実施しました。太田町長も
お越しくださいました。私た
ち３人はこれで卒業です。た
くさんの思い出をありがと
うございました。そして、プ
ロジェクトは後輩にバトン
しました。これからもどうぞ
よろしくお願いします。

町立医療施設の敷地内は全面禁煙です。ご理解とご協力をお願いします。　京丹波町病院　電話 0771-86-0220

高齢化に伴い呼吸器疾患が増えています

2019年の人口動態統計月報報年計（概数）の
概況によると、日本人の死因は、第1位がガン、第5
位が肺炎、第6位が誤嚥性肺炎となっています。肺
ガンは男性で第1位、女性で第2位と多く、高齢者
においてはガンや肺炎の割合が大きくなります。
今後、高齢化に伴い死因の呼吸器疾患が占める割
合は増加することが予測されます。

肺も歳をとる？

高齢者になると肺も次にように機能低下が起こ
ります。

①横隔膜や肋間筋などの呼吸筋の筋力低下
②肋骨が動くことで胸郭を広げていますが、
老化により肋骨の軟骨が石灰化するなど硬
くなり胸郭が動きにくくなる
③肺自体も硬くなり肺活量が減少
④気管支粘膜の繊毛運動の低下し、異物や細
菌を出しにくくなる

このように肺自体も機能低下することで、体を
動かしているときに呼吸困難感が出てきたり、肺
炎になりやすくなってきたります。

また、喫煙はこれらの機能低下を助長するだけ
でなく、肺ガンや咽頭癌などの原因となります。肺
ガンに関しては喫煙により、発生する確率が健常
人と比較し4～5倍に増加するといわれています。

呼吸器疾患を予防するために

●呼吸筋の筋力低下や胸郭が硬くなることを抑え
るためには、散歩などの有酸素運動やラジオ体
操などによる胸郭周りの筋肉のストレッチを行
うことが有効です。
●喫煙は呼吸機能低下を起こし、呼吸器疾患のリ
スクが高くなるため健康を維持するために、禁
煙することは非常に重要です。

最後に多くの肺炎の原因は肺炎球菌とされてい
ます。肺炎を予防するために65歳を過ぎたら肺炎
球菌ワクチンを5年に1回定期接種しましょう。
当院でも肺炎球菌ワクチンやインフルエンザワ

クチンの予防接種は実施しておりますので、ご相
談ください。

11｜NO.187

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が健康情報をお届けします。

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が健康情報をお届けします。

第 回

田中 駿也 医師 （国保京丹波町病院）
毎週水曜日の内科一般外来担当

た　なか しゅん や

166

『呼吸器疾患の予防について』『呼吸器疾患の予防について』
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﹈

　

教　
　

頭　

上
畑　

君
代（
竹
野
小
学
校
）

　

教　
　

諭　

十
見　

澄
代（
南
丹
市
丹
波
支
援
学
校
）

﹇
瑞
穂
小
学
校
﹈

　

教　
　

頭　

中
井　

典
宏（
瑞
穂
小
学
校　

教
諭
）

　

教　
　

諭　

中
西　

啓
樹（
宇
治
市
平
盛
小
学
校
）

　

教　
　

諭　

塩
貝　

哲
哉（
丹
波
ひ
か
り
小
学
校
）

　

栄
養
教
諭　

堀
下　

み
ゆ
き（
再
任
用
）

﹇
和
知
小
学
校
﹈

　

校　
　

長　

中
舎　

良
希（
府
学
校
教
育
課
）

　

教　
　

頭　

谷
口　

英
太（
和
知
小
学
校　

教
諭
）

　

教　
　

諭　

田
村　

め
ぐ
み（
南
丹
市
丹
波
支
援
学
校
）

　

教　
　

諭　

奥
村　

迅（
南
丹
市
美
山
小
学
校
）

　

養
護
教
諭　

大
嶋　

英
美（
再
任
用
）

　

栄
養
教
諭　

高
位　

幸
子（
新
規
採
用
）

　

事
務
職
員　

奥
村　

起
気（
綾
部
市
物
部
小
学
校
）

  【
転
出
】（
　
）は
転
出
先

﹇
竹
野
小
学
校
﹈

　

教　
　

諭　

藤
野　

ま
ど
か（
亀
岡
市
吉
川
小
学
校
）

﹇
丹
波
ひ
か
り
小
学
校
﹈

　

教　
　

諭　

小
矢
野　

侃（
長
岡
京
市
長
法
寺
小
学
校
）

　

教　
　

諭　

塩
貝　

真
由
美（
南
丹
市
園
部
第
二
小
学
校
）

﹇
瑞
穂
小
学
校
﹈

　

教　
　

頭　

下
村　

敦（
南
丹
教
育
局
）

﹇
蒲
生
野
中
学
校
﹈

　

教　
　

諭　

乾　

和
広（
大
山
崎
町
大
山
崎
中
学
校
）

  

退　

職

﹇
瑞
穂
小
学
校
﹈

　

栄
養
教
諭　

堀
下　

み
ゆ
き

　

教　
　

諭　

古
田　

千
鶴

﹇
和
知
小
学
校
﹈

　

校　
　

長　

田
中　

敏
夫

　

教　
　

頭　

名
倉　

洋
一

　

養
護
教
諭　

大
嶋　

英
美

　

教　
　

諭　

塩
貝　

み
ど
り

﹇
蒲
生
野
中
学
校
﹈　　
　
　
　
　

　

校　
　

長　

井
戸　

仁

　

指
導
教
諭　

石
橋　

浩
和

　

教　
　

諭　

田
中　

満
代

　

事
務
職
員　

岩
本　

敏
代

﹇
瑞
穂
中
学
校
﹈

　

校　
　

長　

武
永　

吉
弘

﹇
蒲
生
野
中
学
校
﹈

　

校　
　

長　

井
戸　

仁（
再
任
用
）

　

教　
　

諭　

石
井　

久
軌（
南
丹
市
美
山
中
学
校
）

　

教　
　

諭　

氷
置　

竜
士（
与
謝
野
町
江
陽
中
学
校
）

　

教　
　

諭　

松
村　

拓（
宇
治
市
北
宇
治
中
学
校
）

　

教　
　

諭　

井
上　

雄
介（
新
規
採
用
）

　

教　
　

諭　

田
中　

満
代（
再
任
用
）

　

事
務
職
員　

岩
本　

敏
代（
再
任
用
）

﹇
瑞
穂
中
学
校
﹈

　

校　
　

長　

武
永　

吉
弘（
再
任
用
）

　

教　
　

諭　

梅
垣　

菜
々
代（
和
知
中
学
校
）

　

事
務
職
員　

伊
藤　

澄
子（
下
山
小
学
校
）

﹇
和
知
中
学
校
﹈

　

教　
　

諭　

久
保　

正
典（
亀
岡
市
詳
徳
中
学
校
）

　

教　
　

諭　

近
藤　

美
句（
新
規
採
用
）　　
　
　
　
　

　

会場の様子

京丹波町の教育に
長年ご尽力いただき、
ありがとうございました。

転出や
転入などされた
先生方のご活躍を
祈念しております。

ふ
る
さ
と
体
験
資
料
館

運
営
委
員
長 

北
村
始
子

　
人
形
一
つ
一
つ
に
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。大
き
い
も
の
小
さ
い
も
の
関
係
な
く
、預

け
た
人
た
ち
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
人
形

が
た
く
さ
ん
集
め
ら
れ
た
人
形
の
家
な
の
で
、

大
勢
の
方
々
に
見
に
来
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

※

現
在
、人
形
の
引
き
取
り
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

３
月
27
日
か
ら
４
月
４
日
ま
で
、質

美
地
区
の
み
ず
ほ
人
形
の
家
み
や
び
で
、

記
念
す
べ
き
30
回
目
を
迎
え
た
ふ
る
さ

と
人
形
展
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
暦
の
桃
の
節
句
に
合
わ
せ
て
開
催

さ
れ
、各
地
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
人
形

が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。あ
で
や
か

な
着
物
姿
の「
雛
人
形
」を
は
じ
め
、に

ぎ
や
か
な
七
福
神
を
模
し
た「
土
人
形
」、

よ
ろ
い
か
ぶ
と
に
刀
を
持
っ
た
勇
ま
し

い「
五
月
人
形
」な
ど
、な
つ
か
し
い
思
い

出
と
と
も
に
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
約
２
千
体
の
人
形
が
雅
や
か
に
並
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
設
営
や
見
学
者
へ
の
説
明
は
、

今
年
度
も
、人
形
展
を
主
催
す
る
京
丹

波
町
ふ
る
さ
と
体
験
資
料
館
の
運
営
委

員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。会
場
を
訪
れ

た
人
た
ち
は
、愛
ら
し
い
人
形
た
ち
に
ほ

っ
こ
り
心
が
和
む
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ふ る さ と 人 形 展

会場を訪れた人たち
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 人　口 13,477 （－ 7）
 男 6,434 （± 0）
 女 7,043 （－ 7）
 世帯数 6,225 （＋ 9）
5月 1日現在／（    ）は前月比

ふるさと応援寄付金
［令和２年度累計］

［令和３年３月］

1億644万6千円/6,167件

314万4千円/176件

3月の寄付者 ＊敬称略

片山　山治
平井　法夫
池田　豊実 

わたしたちの町

FLASH KYOTAMBA TOWN ALBUM 2021

ご寄付ありがとうございました。

＊寄付者の了解を得ている方のみ掲載しています 

　町内在住の吉田佐惠子さ
んに絵画を寄贈していただ
きました。絵画は、京都縦貫
自動車道開通前の須知川の
風景。
　吉田さんは「京丹波町の文
化、教育のために役立ててほ
しい」と話されました。
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お茶の間

〈対象者〉
町内在住で、申し込み時に
生後１歳未満のお子さま
〈申込方法〉お子さまの顔写
真に申込書を添えて、役場
または支所まで、持参・郵
送・メールのいずれかで届
けてください。申込書は役場
本庁、支所、瑞穂保健福祉
センターにあります。

【問】
京丹波町企画財政課
電話　0771－82－3801

Ｅメール
kikaku30@town.kyotamba.lg.jp

「こんにちは赤ちゃん」
コーナー
申し込み募集

貸出期間  ２週間　貸出冊数　 1 人 1回５冊まで

図書室のご案内
開室日 日 月 火 水 木 金 土開室日

中央公民館図書室
電話　0771-82-0988

桧山公民館（山村開発センター）図書室  
電話　0771-88-0506

梅田公民館（旧梅田保育所）図書室

三ノ宮公民館（三ノ宮基幹集落センター）
図書室

質美公民館（質美振興センター）
図書室

和知公民館（和知ふれあいセンター）図書室
電話　0771-84-2081

9時～17時

第1、第3火
9時～13時

第2、第4火
13時～17時

第2、第4火
13時30分～
17時30分

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

第2、第4土
13時～17時

第1、第3土
9時～13時

第2、第4土
13時～17時

第2、第4土
13時～17時

9時～17時

14時～17時

※11時 30分～12時3 0分までの間、 昼休み（閉室）となります。

※11時 30分～12時3 0分までの間、 昼休み（閉室）となります。

私の
おすすめ本

図書室が選んだ
「桔梗の旗　明智光秀と光慶」
谷津矢車・著　／　潮出版社

　本作品は明智光秀の息子、光慶からみた本
能寺の変。
　まだ、10代前半の光慶は、内向的で武芸に
向かず、自分に冷たい父との関係で悩みます。
父の本心は如何に。
　大河ドラマでは、丹波はあまり出てきません
でしたが、ここでは亀山城、福知山城、宮津城が何度も出てくるので、まさに
この一帯が舞台で、パラレルワールドを見ているようです。
　令和の新しい、クールでかっこいい光秀に、さすが覇王と膝を打つ信長の
散り様、時代小説を読まない人にもおすすめです。

中央公民館図書室　湯浅　真弓
ゆ  あさ            ま   ゆみ

太
田
町
長
が
長
年
の
功
績
に
謝
辞
を
述

べ
た
後
、表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、入
退
団
者
お
よ
び
受
賞
者
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
入
団
者
】

丹
波
支
団
／
東
　
哲
平
▼
新
城
道
成
▼

中
川
晋
輔
▼
武
枝
佑
亮
▼
吉
田
匠
冶
▼

長
野
友
紀

瑞
穂
支
団
／
桐
村
和
典
▼
駒
井
信
昭
▼

塩
貝
　
航

和
知
支
団
／
山
本
瑛
介
▼
梅
村
達
也
▼

今
西
隆
明

予
防
啓
発
部
／
関
　
幸
大

【
退
団
者
】

横
山
昌
彦
▼
中
西
祐
一
▼
奥
岸
忠
明
▼

澤
田
尚
吾
▼
森
　
邦
彦
▼
田
端
　
健
▼

森
　
直
樹
▼
谷
垣
年
昭
▼
太
田
周
人
▼

湊
　
博
之
▼
湊
　
博
文
▼
友
金
幸
夫
▼

上
西
慶
文
▼
宮
野
敏
樹
▼
岡
本
直
樹
▼

鈴
木
朋
輝
▼
伴
田
直
也
▼
渡
辺
晋
平
▼

稲
垣
勝
久
▼
野
口
貴
史
▼
藤
本
直
之
▼

竹
内
大
介
▼
山
口
一
宣
▼
園
田
　
巧
▼

和
田
一
男
▼
大
西
保
則
▼
戸
嶋
賢
一
▼

十
倉
隆
英
▼
片
山
茄
寿
樹

新
入
団
員
を
迎
え
気
持
ち
新
た
に

●町
消
防
団
入
退
団
お
よ
び
役
員
任
命
　

　

京
丹
波
町
消
防
団
の
入
退
団
お
よ
び

役
員
任
命
式
が
４
月
１
日
、蒲
生
野
中

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、13
人
の
新
入

団
員
を
加
え
た
消
防
団
が
、防
災
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、栗
林
英
治
団
長
が
新
た
に

部
長
と
班
長
に
な
る
団
員
新
や
入
団

員
に
任
命
書
を
交
付
し
ま
し
た
。新
入

団
員
を
代
表
し
て
桐
村
和
典
さ
ん
が

（
瑞
穂
支
団
）が「
良
心
に
従
い
忠
実
に

消
防
義
務
を
遂
行
し
ま
す
」と
宣
誓
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、退
団
者
へ
の
辞
令
交
付
の
後
、

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

永
年
勤
続
功
労
章
／

堀
　
敬
之（
副
団
長
）

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
績
章
／
太
田
康
之（
副
団
長
）

精
績
章
／
北
村
和
博（
支
団
長
）

▼
小
松
聖
人（
分
団
長
）

勤
続
章
／
溝
口
久
也（
団
員
）

▼
篠
塚
　
淳（
同
）▼
友
金
幸
夫（
同
）

▼
豊
嶋
浩
史（
同
）▼
谷
　
清
文（
同
）

▼
堂
本
　
学（
同
）▼
野
口
貴
史（
同
）

▼
梅
原
伸
雄（
同
）▼
渡
邉
拓
憲（
同
）

▼
竹
内
伸
広（
同
）▼
十
倉
隆
英（
同
）

▼
十
倉
克
也（
同
）

【
京
都
府
知
事
表
彰
】

永
年
勤
続
功
労
章
／

村
田
弘
之（
支
団
長
）

▼
川
邉
智
行（
分
団
長
）

精
励
章
／
樹
山
哲
也（
分
団
長
）

▼
中
野
　
洋（
同
）

▼
和
久
田
勝
之（
副
分
団
長
）

▼
梅
垣
　
徹（
同
）

▼
東
山
林
太
郎（
同
）

▼
山
内
敏
行（
同
）▼
尾
池
貴
広（
同
）

※

階
級
は
表
彰
時
点
の
も
の
で
す
。

（
敬
称
略
）

こんにちは
赤ちゃん

横澤　璃乙ちゃん
（辻村／R3.3.19）
「元気に生まれてきてく
れてありがとう！すくす
く育ってね！」

 剛史・ 美和

よこざわ　　り      お

新入団員を代表して宣誓を行う桐村さん

く
り
ば
や
し
ひ
で 

は
る

き
り  

む
ら 

か
ず  

の
り

退
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
、ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。新
し
く
お
世
話
に
な
る
皆

さ
ん
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



新
生
活
を
ス
タ
ー
ト

●入
学
式
・
入
所
式

　

町
内
の
小
・
中
学
校
、保
育
所
、幼

稚
園
で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
・
入
所
・
入
園

式
が
行
わ
れ
、子
ど
も
た
ち
が
新
た

な
環
境
で
の
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　

４
月
１２
日
に
は
３
つ
の
中
学
校
で

８１
人
が
入
学
。義
務
教
育
最
後
の
３

年
間
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、４７
人
が
入
学
し
た
蒲

生
野
中
学
校
で
は
、新
入
生
を
代
表

し
て
小
林
早
亜
也
さ
ん
が「
悔
い
の

な
い
３
年
間
に
す
る
た
め
に
何
事
に

も
挑
戦
し
、努
力
を
忘
れ
ず
に
自
分

の
夢
に
向
か
っ
て
一
日
一
日
を
大
切

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
。今
日
の
感
動

と
新
た
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、蒲
生

野
中
学
校
の
新
し
い
歴
史
を
作
っ
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
、中
学

校
生
活
へ
向
け
て
の
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、４
月
６
日
に
は
町
内
３

つ
の
保
育
所
で
６５
人
、４
月
９
日
に
は

５
つ
の
小
学
校
で
６８
人
、４
月
１３
日
に

は
須
知
幼
稚
園
で
１３
人
が
新
た
な
生

活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

新入生代表で誓いの言葉を述べる新入生（蒲生野中学校）

在校生の歌で歓迎される新入生
（和知小学校）

こ 
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や

保護者に見守られ入園式に参加する新入児（みずほ保育所）

FLASH

02 新型コロナウイルス ワクチン接種の概要
04 シリーズ〈新庁舎とⅩ〉
06 人の動き
09 くらしのガイド
10 安心ほっとだより
11 いきいき健康術
12 生涯学習通信 TOMORROW
15 まちの話題

和知小学校入学式

広報 京丹波5
日本のふるさと。自給自足的循環社会
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